
■3月11日沖縄タイムス　共同通信社・鈴木沙巴良記
者

11 mars 2023
Okinawa Times
Journaliste: Sahara Suzuki (Kyodo)



■3月18日日本経済新聞
18 mars 2023
Nikkei
rubrique: revue de livres

　生まれた子どもに障がいがあったら、家族はどう反応するのか。本書はそのきょうだいとなる子

どもたちに焦点を当てた小説だ。フランス南部、山脈が走るセヴェンヌ地方に暮らす4人家族。そ
こに第3子として生まれた男の子に、重度の障がいがあることが分かる。見ることも話すことも、
体を動かすこともできない。長男は弟を熱心に世話する一方で、長女は兄の関心を奪った弟に

嫌悪感を抱く。

　長男、長女、そしてその後第4子として生まれる末っ子が、全3章それぞれの主人公だ。しかし
本書は一貫して「庭の石」の視点に立つ。「いまこうして語っている私たち、中庭の赤みがかった

石は、子どもたちには強い愛着を抱いている」。とはいえ技巧に走るわけではない。その語りに

よって、石、木、山に囲まれたセヴェンヌの暮らしや、雄大な自然が子どもたちを受け止める風景

が目に浮かぶ。

　「これがきみの生まれた土地」と長男は目の見えない弟に教えようとする。庭の石が地面に落ち

る音を。くるみの肌触りを。一方で長女は「山に足蹴りを入れに」行くなど反抗的だ。子どもたちや



両親がその「子ども」を受け入れる姿は様々だが、どれも共感できるだろう。そして彼ら自身もま

た、「子ども」や石という存在に受け入れられている。松本百合子訳。（早川書房・1980円）



■4月5日　朝日新聞Web版

5 avril 2023
Asahi
journaliste; Atsuko Tannai

Cet article a été publié uniquement en ligne.

https://www.asahi.com/articles/ASR446SZ3R43UHBI00K.html

100年以上の歴史があり、フランスで最も権威があるとされる文学賞の一つ「ゴンクール賞」。そ
の賞を日本の学生らが選ぶ「ゴンクール賞日本」の第2回受賞作の発表が3月29日、在日フラン
ス大使館であった。フランスの「由緒正しい賞」をなぜ、日本の学生たちが選ぶことになったの

か。

フランスでは1988年に、本賞とは別に高校生が受賞作を決める「高校生のゴンクール賞」　　　が
創設された。選考にはフランス全土から約2千人の高校生がクラス単位で参加し、本賞の候補作
となった約15作品を、教師の指導を受けながら2カ月かけて読んで選考する。もとは、大手書店
などが高校生に読書への興味を持たせようとして始めたものだが、現在は国民教育省が主催し

ている。

本賞の方は出版社や批評家との癒着やなれ合いが指摘されることもあるようだが、高校生たち

にそんなしがらみはなく、真摯（しんし）に作品と向き合う。出した結論が、本賞と異なることもよく

ある。高校生たちに選ばれた作品の売れ行きは本賞に匹敵するほどで、作家や出版社も無視で

きない存在になっているという。

「国際ゴンクール賞」、日本でも

こうした試みは英国やポーランド、セルビア、中国、韓国など30以上の国・地域に広がった。「国
際ゴンクール賞」と呼ばれ、主にフランス語を勉強する大学生らが中心になって選考する。

日本でも2021年度からこの活動が始まり、22年3月、第1回の「ゴンクール賞日本」にクララ・デュ
ポン・モノさんの「うけいれるには」（邦訳版は早川書房）が選ばれた。

フランス語の小説を日本の学生が読むのは容易ではない。2回目となる22年度も立教大の澤田
直教授を中心に準備が進められ、日本を五つの地区に分けて、それぞれに大学のフランス語や

フランス文学の教員がサポートについた。

最後の10分まで意見割れる
「選考委員」には、全国から大学生や大学院生、高校生の50人以上が手を挙げた。学生たちは1
～2週間に1度、オンラインで意見交換を続け、地区ごとに推薦作品を決定。3月29日に各地区の
学生リーダーが東京に集まり、最終的に受賞作を決める会議を開いた。残り時間が10分になる
まで三つの作品で意見が割れたが、白熱した議論の末に受賞作を決定。選ばれたのはクロエ・

コルマンさんの「姉妹のように」だった。

「姉妹のように」はどんな小説なのか。主な登場人物は第2次世界大戦時にフランスにいた2組の
ユダヤ人3姉妹と、現代を生きる「語り手」。語り手が、40年代に姉妹たちが過ごした収容所など
を訪れ、調査や資料などから推測できる範囲で姉妹たちの様子を描き出す。過去と現在を行き

来する構成になっている。

この作品を選んだ理由について、九州大医学部2年の松尾晋太郎さん（21）が代表して発表し
た。「歴史の重要な問題を小説の形で読むことで、歴史の悲劇が過去のものではなく、現在とつ

ながっていることをひしひしと感じられた」。そして現在、ウクライナで続く戦争も「決して人ごとで

はないことが分かった」と説明した。



埼玉県立和光国際高校3年の諸橋彩瑛さん（18）は「テーマは重いが、実際に読んでみると歴史
的なことでも初めて知ることや、勉強させられる部分が多く、高校生にも読んでほしい本だと思っ

た」と話す。

平野啓一郎さん、「学生たちはきちんと評価」

「ゴンクール賞日本」の日本側後見人を務めた作家の平野啓一郎さんは、学生たちの選考をこう

評価する。「文学はやはり現代人が読むものなので、描いたものが現代人にとって何か重要なも

のでないと意味がないと思う。そういう意味で、歴史を舞台にした作品について、それが今の読

者にどういう重要な意味を持っているのかという点をきちんと評価し、選考したことに感銘を受け

た」

昨年の第1回「ゴンクール賞日本」を受賞したクララ・デュポン・モノさんは、フランスからこの日の
発表に駆けつけ、賞の意義をこう強調した。

「文学は何千キロと離れたところにいても、共通の冒険ができる。本は人の心に直接訴えかけ

る。何千キロと離れていても、本にパスポートはいらず、コロナもなんのその、国境も簡単にまた

ぐ。『ゴンクール賞日本』の試みは、文学の最も素晴らしい普遍性というものを明らかにしている」

受賞作は日本語に翻訳され、出版される。日本の学生たちが真剣に選んだ作品を一度、手に

とって読んでみれば、現代文学がより身近に感じられるかもしれない。

◇

《ゴンクール賞》

作家エドモン・ド・ゴンクールの遺言に基づき、1903年に創設された。「その年に（フランス語で書
かれ）刊行された想像力にあふれた最良の散文作品」に与えられる。10人の選考委員からなる
「アカデミー・ゴンクール」が受賞作を発表。作家の国籍はフランスに限定されない。受賞作は10
万部以上の売れ行きになるのが通例とされ、各国語にも翻訳される。

これまでにプルースト（1919年）やマルロー（33年）、ボーボワール（54年）、デュラス（84年）、ウ
エルベック（2010年）といった世界的に著名な作家が受賞している。
22年の本賞受賞作はブリジット・ジローの「生き急いで」。フランスの高校生たちが選んだのはサ
ビル・グースブの「ベイルート・シュル・セーヌ」だった。（丹内敦子）



■4月8日　読売新聞夕刊
8 avril 2023
Yomiuri
Journaliste: Shinya Machida



■4月10日 NHKひるまえほっと　
Le livre a été présenté avec une lecture de l'actrice Yuri Nakae dans un programme de midi
sur NHK, la télévision publique japonaise pendant 7 minutes.



■4月8日～24日　des journaux régionaux
journaliste: Ryoko Nakayama (Jiji tsushin)

Le même article de l’interview réalisée par la même journaliste a également été publiée dans
les journaux régionaux suivants;

8 avril 2023北日本新聞 (journal régional du département de Toyama)
8 avril 2023福島民報 (journal régional du département de Fukushima)
8 avril 2023陸奥新報 (journal régional du département d’Aomori)
9 avril 2023四國新聞 (journal régional de l’ïle de Shikoku)
9 avril 2023デーリー東北 (journal régional de la région Tohok)
11 avril 2023苫小牧民報 (journal régional du département de Hokkaido)
13 avril 2023北羽新報 (journal régional du département d’Akita)
14 avril 2023東愛知新聞 (journal régional du département du département d’Aichi)
14 avril 2023十勝毎日新聞 (journal régional du département de Hokkaido)
15 avril 2023岩手日日 (journal régional du département d’Iwaté)
23 avril 2023釧路新聞 (journal régional du département de Hokkaido)
24 avril 2023山口新聞 (journal régional du département de Yamaguchi)





■4月26日　日本経済新聞　Web版
26 avril
Nikkei
journaliste: Yuto Ie

Cet article a été publié uniquement en ligne.





■5月1日　東京新聞夕刊、中日新聞夕刊

1er mai
Tokyo shimbun, Chunichi shimbun
journaliste: Kiyo Iida


